
 
（仮称）三次市糸井太陽光発電事業に係る計画段階環境配慮書に対する 
知事意見に盛り込むべき事項 

 
１　全体的事項 
　○　方法書の作成や発電設備の検討に当たっては、専門家等の助言を得ながら、最新の知見科学的見

地に基づく十分かつ適切な調査予測及び評価を行うとともに、各環境影響評価項目について実施す

る調査の詳細な内容、予測及び評価の手法とその選定の考え方等の必要な情報を具体的かつ正確に

記載し、一般にもわかりやすい表現とすること。 

○　また、今後の検討を進めるに当たっては、早期段階で計画の全容を明らかにし、地域住民や地元

自治体等への積極的な情報提供や説明等により相互理解を図ること。特に、事業場近隣には民家が

存在するため、近隣住民に配慮すること。 

○　本事業は、再生可能エネルギーの導入促進、温室効果ガスの削減による気候変動対策への寄与な

どを目的としているが、ゴルフ場内の樹木の伐採による吸収量の減少等を踏まえて、事業全体での

温室効果ガスの削減を考慮すること。 

 
２　個別的事項 
⑴　水環境 

事業実施区域周辺では水稲の栽培などが行われており、また、下流の馬洗川等では内水面漁業が

行われていることから、工事の実施に伴う濁水の発生、施設の供用に伴う表流水の増加など、水環

境への影響が懸念される。また、近年は記録的豪雨が頻出していることを鑑み、高降雨強度となっ

た場合も想定し、排水設備等については適切な配置等となるよう検討するなど、水環境への影響を

回避又は極力低減すること。 

 

⑵　土地の安定性 

本事業の実施に際しては、ゴルフ場として整備された現状の地形をできる限り活用する計画であ

るが、一部で、土地の造成等の切り土・盛土による土地改変を行い、土地の崩落又は流出による水

環境等への影響が懸念されることから、重大な影響を回避、低減できるよう配慮すること。 

 

⑶　反射光 

周辺の住宅や施設等へ影響がないよう、太陽光パネルの設置に当たっては、設置場所、向き等を

考慮すること。 

 

⑷　動植物、生態系 

　○　工事の実施、施設の存在及びその管理により、生息・生育環境の変化や植物相の変化など、動

植物への影響が考えられる。このため、土地の改変を最小限とすることはもとより、動植物及び

生態系への影響について適切に調査、予測及び評価を行い、その結果を適切な施設の管理等に反

映させること。 

○　本事業活動を行うにあたり、希少野生動植物の保護に関する施策及び地域の保全活動に協力す

ること。特に保護を必要とする希少野生動植物として指定している「ブッポウソウ」および「ナ

ゴヤダルマガエル」が本事業範囲内に生息が認められる場合には速やかに対応について市に協議

すること。 

○　また、事業想定区域内に生息する野生生物（シカ・イノシシなど）が周辺の農作物や希少動植

物の生息に、被害を与えるおそれがある場合は、三次市の関係部局と連携し、必要な措置を講じ



ること。 

○　事業実施想定区域には小規模な保安林（民有林）が存在するため、地形改変及び施設の存在に

伴う直接改変による影響が生じないよう、対策を講じること。 

 

　⑸　景観 

　　○　中国山地の変化に富む山並み、豊かに広がる自然景観等の良好な景観を損なわないよう十分配

慮すること。 
○　当該事業実施想定区域は、三次市景観条例における景観計画重点区域の区域外であるが、里山

や農村集落の景観が保存された地域であり、霧など三次市独特の良好な景観資産を損なわないよ

う配慮すること。 
 

　⑹　廃棄物 

○　伐採樹木など工事の際に発生する廃棄物については、法令に従い適切に分別し、処理又は有効

利用を行う必要がある。 

○　廃棄される太陽光パネルについては、環境省のガイドライン等に従う他、効率的な処分や再生

利用手法に関する情報収集に努め、可能な限り有効利用を行うとともに、有効利用できないもの

については適正処理を行うこと。 

 


